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９ 化学物質環境実態調査結果

【平成３０年度調査結果】
（１）初期環境調査
① 水 質 （単位：ng/Ｌ）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値
１ o‐アセトキシ安息香酸（別名：アスピリン） nd １９

２
２‐エトキシ‐１‐｛［２＇‐（５‐オキソ‐４，５‐ジヒドロ‐１，２，４‐オキサ
ジアゾール‐３‐イル）ビフェニル‐４‐イル］メチル｝‐１Ｈ‐ベンゾ
イミダゾール‐７‐カルボン酸 （別名：アジルサルタン）

０．２５ ０．０３７

３ サリチル酸及びその塩類（サリチル酸ナトリウムとして） ６２ ５０
４ 安息香酸 １３０ １８
５ ベンゾ［a］ピレン nd ０．０８６

② 底 質 （単位：ng/g-dry）
物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値

１ ベンゾ［a］ピレン ６８ ８．２ ２．７ ０．１９

③ 大 気 （単位：ng／m３）

物 質 名 県保健環境センター（金沢市） 検出下限値検体１ 検体２ 検体３
１ o‐アニシジン nd nd nd １．６
２ ２‐ナフチルアミン nd nd nd ０．８５
３ ２‐メトキシ‐５‐メチルアニリン nd nd nd １．４

（２）詳細環境調査
① 水 質 （単位：ng/Ｌ）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値

１ ２‐（４‐エトキシフェニル）‐２‐メチルプロピル＝３‐フェノキシ
ベンジルエーテル（別名：エトフェンプロックス） nd ２．２

２ N，N‐ジメチルホルムアミド １０ ６．２

３ 中鎖塩素化パラフィン類（アルキル鎖の炭素数が１４から１７ま
でで、かつ、塩素数が４から９までのもの。） nd ※※２０

４ ３‐フェノキシベンジル＝３‐（２，２‐ジクロロビニル）‐２，２‐ジメ
チルシクロプロパンカルボキシラート（別名：ペルメトリン） nd ０．３１

② 底 質 （単位：ng/g-dry）

物 質 名 県保健環境センター（金沢市） 検出下限値検体１ 検体２ 検体３

１
アルキルベンゼンスルホン酸（アルキル基は直鎖状で炭素数
が１０から１４までのもの。）及びその塩類 （別名：LAS（アルキ
ル基の炭素数が１０から１４までのもの。）及びその塩類）

nd nd nd ※※１２０

２ ２‐（４‐エトキシフェニル）‐２‐メチルプロピル＝３‐フェノキシ
ベンジルエーテル（別名：エトフェンプロックス） ２．０ ２．１ －－－ ０．１４

３ 中鎖塩素化パラフィン類（アルキル鎖の炭素数が１４から１７ま
でで、かつ、塩素数が４から９までのもの。） ４０ ４０ nd ※※２７

４ ヒドラジン －－－ －－－ －－－ ０．００９６

［記号の説明］
nd：不検出
－－－：欠測等（「欠測等」とは、測定値が得られなかった検体又は検出下限値を統一したことによりここでの集計の対象から除外された

検体）
※：参考値（調査対象物質ごとに統一して設定した「検出下限値」未満ではあるが、各地点ごとの調査精度に依存する「報告時検出下限
値」以上として定量的に検出された値であるため、参考として記載した。統計処理には数値としては用いていない）
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（３）モニタリング調査
① 水 質 （単位：pg/Ｌ）

物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値
１ PCB類（総量） １，０００ ※１４
２ HCB（ヘキサクロロベンゼン） ６０ １．５
３ トキサフェン類 nd ※５０
４ マイレックス nd ０．７
５ ポリブロモジフェニルエーテル類（臭素数が４から１０までのもの） ３１０ ※５３
６ ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） ３，１００ ７０
７ ペルフルオロオクタン酸（PFOA） ２８，０００ ７０
８ ペンタクロロベンゼン １８ １．３
９ エンドスルファン類 nd ※１５０
１０ 総ポリ塩化ナフタレン ６３ ※３５
１１ ペンタクロロフェノールとその塩およびエステル類 １，３００ ※４０
１２ 短鎖塩素化パラフィン類 nd ※１０，０００
１３ ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS） ２，６００ １２０

② 底 質 （単位：pg/g-dry）
物 質 名 犀川河口（金沢市） 検出下限値

１ PCB類（総量） ４，８００ ※１７０
２ HCB（ヘキサクロロベンゼン） ７３ １．３
３ アルドリン ７．６ １．６
４ ディルドリン ５１ １．６
５ トキサフェン類 nd ※７０
６ マイレックス tr（０．５） ０．８
７ ポリブロモジフェニルエーテル類（臭素数が４から１０までのもの） ５８，０００ ※８７
８ ペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS） ２２ ７
９ ペルフルオロオクタン酸（PFOA） １９ ９
１０ ペンタクロロベンゼン ７７ ０．９
１１ エンドスルファン類 nd ※５
１２ 総ポリ塩化ナフタレン ８６ ３
１３ ペンタクロロフェノールとその塩およびエステル類 ９４ ※４５
１４ 短鎖塩素化パラフィン類 nd ※３６，０００
１５ ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS） nd １１

③ 生 物 （単位：pg/g-wet）
物 質 名 能登半島沿岸

ムラサキイガイ 検出下限値
１ PCB類（総量） ７４０ ※６３
２ HCB（ヘキサクロロベンゼン） ２８ ３．３
３ DDT類 ２２０ ※１６
４ トキサフェン類 nd ※１４０
５ マイレックス ３．２ １．４
６ ポリブロモジフェニルエーテル類（臭素数が４から１０までのもの） nd ※３６０
７ ペンタクロロベンゼン tr（１３） １５
８ １，２，５，６，９，１０‐ヘキサブロモシクロドデカン類 ３１０ ※６６
９ 総ポリ塩化ナフタレン tr（１３） ※３６
１０ ペンタクロロフェノールとその塩およびエステル類 tr（１０） ※４０
１１ 短鎖塩素化パラフィン類 nd ※５，９００
１２ ジコホル ３０ ３０

④ 大 気 （単位：pg／m３）

物 質 名 県保健環境センター（金沢市） 検出下限値温暖期
１ PCB類（総量） ５７ ※２．４
２ HCB（ヘキサクロロベンゼン） ９７ ０．４
３ DDT類 ２．７ ※０．２８
４ トキサフェン類 nd ※１．３
５ マイレックス ０．０９ ０．０３
６ ポリブロモジフェニルエーテル類（臭素数が４から１０までのもの） nd ※３．１
７ ペンタクロロベンゼン ６３ ０．１
８ 総ポリ塩化ナフタレン ２０ ※０．５
９ ヘキサクロロブタ‐１，３‐ジエン ２２ ※１．６
１０ ペンタクロロフェノールとその塩およびエステル類 ２，３００ ２０
１１ 短鎖塩素化パラフィン類 ６９０ ※５５０
［記号の説明］
nd：不検出
tr：検出下限以上定量下限未満
※：同族体ごとの検出下限値の合計値
※※：アルキル基の炭素数別の検出下限値の合計値である。




